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民間移行が検討されているＣＡＴＶセンター

ここが聞きたい
一 般 質 問

今野英元
（社会民主党）

こ
の
２
〜
３
年
、
本
市
に
お
い

て
多
く
の
風
力
発
電
施
設
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
本
市
沿
岸
３０
㌔
㍍
に
わ
た
り
、

風
車
の
高
さ
２
０
４
㍍
、９
５
０
０
㌔
㍗
、

８８
基
の
建
設
計
画
が
あ
る
。

　
住
民
が
風
力
発
電
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
意
識
、意
見
を
も
っ
て
い
る
の
か
、

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
で
は
、
総
合
計
画
や
重
要
な

事
業
な
ど
必
要
に
応
じ
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　風
力
発
電
な
ど
は
民
間
の
事
業
活
動

で
あ
り
、
各
種
法
令
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

風
力
発
電
に
関
す
る

　住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

　
　
　
　
　実
施
に
つ
い
て

問答

佐々木隆一
（日本共産党）

少
子
高
齢
化
の
中
、
子
育
て
の

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
で
も
「
少
子
化
対
策
の
抜

本
強
化
」
な
ど
を
訴
え
、
国
が
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
制
度
を
作
る
よ
う
提
起

し
て
い
る
。

　
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
化
は
い

く
ら
と
推
計
さ
れ
る
か
。
県
内
で
も
、

に
か
ほ
市
を
は
じ
め
半
数
の
自
治
体
で

拡
大
し
て
い
る
。
本
市
で
も
拡
大
を
検

討
さ
れ
な
い
か
。

高
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
た
場
合
、

年
間
４
２
０
０
万
円
と
見
込
ま

れ
る
。

　医
療
費
の
助
成
は
子
育
て
支
援
の
大

き
な
柱
の
一
つ
で
、
現
在
の
支
援
を
持

続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　年
齢
拡
大
は
財
政
状
況
、
子
育
て
支

援
策
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
慎
重

な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
の

　
　
　
　無
料
化
の
拡
大
を

問答

長
年
人
生
を
重
ね
て
き
た
皆
さ

ん
に
感
謝
す
る
敬
老
会
が
、
各

地
域
で
開
催
さ
れ
る
。
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
市
民
の
意
見
が
あ
る
の
で
改

善
さ
れ
た
い
。
参
加
者
の
経
費
、
記
念

品
代
は
い
く
ら
か
。
記
念
品
は
対
象
者

全
員
に
配
布
す
べ
き
で
あ
る
。

参
加
者
１
人
当
た
り
３
８
０
０

円
で
記
念
品
代
は
２
１
６
円
で

あ
る
。
記
念
品
は
事
業
経
費
縮
減
の
た

め
令
和
２
年
度
か
ら
は
参
加
者
へ
の
贈

呈
も
廃
止
す
る
。

　敬
老
会
は
合
併
前
か
ら
長
寿
者
へ
祝

意
を
表
し
、
市
民
の
敬
老
思
想
に
寄
与

し
て
き
た
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
状
況
に
応
じ
た
改

善
を
行
い
な
が
ら
敬
老
会
を
開
催
し
て

い
く
。

敬
老
会
の
開
催
に
改
善
を

問答

答 　各空き家を「複合型移住体験住宅」へリフ

ォームする。リフォームは学生を主体にボラン

ティアを募り実施、空き家への関心を啓発し、

民間主体による運営、自立性・持続性を確保

していく。

問 　事業内容は。

　「Ｉターン」の促進、学卒者の地元定着、新たな
地域コミュニティづくりの、きっかけづくりを目的
としています。

空き家を活用した「移住体験
住宅」の整備・運営事業

産

ＣＡＴＶの民間移行

問 　どのようなスケジュールか。

答 　昨年１２月定例会の後、１２月２７日にホーム

ページで民営化計画を公開した。第１回民間

事業者選定委員会での協議を経て募集要領を

１月３１日にホームページに公開。２月の質問

期間を経て、事業者を募集した。

（３月２７日まで応募者はいなかった）

　民間事業者の募集をしています。 総

「市道百宅本線」を認定

問 　鳥海ダム建設に伴っての新たな市道はどのよ

うになるのか。

答 　現在の「市道百宅線」から接続され、新た

に「市道百宅本線」として、路線延長５３７０

メートルの
つけかえ

付替道路ができる。これにより、

法体の滝へ続く「市道鳥海線」にも接続され、

鳥海ダム周遊観光も見越した路線となる。

　鳥海ダム建設により
つけかえ

付替道路として整備され
る路線を認定しました。 建

浄
化
槽
保
守
点
検
を
電
気
工
事

業
の
資
格
だ
け
を
持
つ
事
業
者

が
行
っ
て
い
る
。
市
は
こ
の
件
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
る
か
。

市
が
発
注
す
る
公
共
事
業
は
、

「
由
利
本
荘
市
建
設
工
事
等
入

札
、
契
約
制
度
に
関
す
る
要
綱
」
に
基

づ
き
執
行
し
て
い
る
。

　農
業
集
落
排
水
施
設
の
保
守
点
検
、

調
整
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
の

許
認
可
登
録
業
者
に
発
注
し
て
い
る
。

農
業
集
落
排
水
施
設
の
保
守

点
検
を
、
知
事
登
録
を
受
け

て
い
な
い
事
業
者
が
行
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か

問答

市
は
昨
年
７
月
に
由
利
本
荘
保

健
所
と
の
協
議
で
「
保
守
点
検

業
者
を
立
ち
会
わ
せ
て
い
な
い
。
今
後

は
保
守
点
検
業
者
立
ち
会
い
の
も
と
修

理
、
工
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
。」
と

発
言
し
て
い
る
が
。

電
気
工
事
並
び
に
機
械
器
具
設

置
工
事
が
主
た
る
工
種
と
な
る

修
理
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

格
付
け
登
録
業
者
を
選
定
し
て
い
る
。

　浄
化
槽
保
守
点
検
の
登
録
業
者
に

「
浄
化
槽
法
施
行
規
則
」
の
保
守
点
検

の
技
術
上
の
基
準
に
基
づ
く
調
整
を
行

う
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　し
た
が
っ
て
、
発
注
方
法
に
問
題
は

な
い
。

問答

立ち並ぶ風車

答 　予定していた杭長４５メートルの直前４４メー

トル付近で玉石により掘り進めることができ

ず、再度のボーリング調査などが必要となっ

たため、予定工期から５～６カ月程度遅れるこ

ととなった。

　供用開始は令和３年８月の予定である。

　なお、杭は支持層に達していたため軽微な

変更のみで進めることとなる。

問 　工期延長の要因は。

　工期が延長されました。

羽後本荘駅の杭基礎工事に
伴う工期延長

建

杭基礎工事中の羽後本荘駅

鶴舞会館事務所改修事業

問 　どのような分野を支援するのか。

答 　福祉支援課及び中央地域包括支援センター

が入り、生活困窮、障がい、子ども、高齢者

などの各分野にまたがり、複合的に抱えた生

活課題や福祉課題に対して、１カ所で包括的

に受け止める相談支援体制を整備し、７月頃

に稼働の予定である。

　福祉支援の総合相談窓口を開設します。

教

昨年度の敬老会

学校給食費が公会計化

問 　なぜ公会計化するのか。

答 　これまでは、各学校において保護者より口座

振替で集金・管理し、食材業者へ直接支払う「私

会計」方式だったが、教職員の業務負担が大

きな課題だった。文部科学省で公会計化を促

進しており、給食費データを一元管理するシス

テムを導入して「公会計」化を４月から実施する。

　市内全小中学校の給食費を市会計で一括管理
します。 教
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　令和２年３月定例会を２月１７日から３月１８日までの

３１日間の会期で開催しました。

　市提出案件は７２件で、人事案件、条例関係、契

約締結、令和元年度補正予算、令和２年度当初予算

などを審議し、原案のとおり可決したほか、継続審査

中の陳情２件を採択し、委員会発案１件、議員発案１

件を原案のとおり可決しております。

　なお、１月１５日、３月３０日に臨時会を開催し、

議員発案２件のほか、市提出案件の補正予算２件、

契約締結１件を原案のとおり可決しております。

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会 建 … 建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

３月定例会
１・３月臨時会

議論の中からピックアップ

ここが聞きたい
一 般 質 問

本
市
の
現
状
と
課
題
は
。

令
和
２
年
１
月
末
現
在
の
高
齢

者
認
知
症
者
数
は
３
６
３
１
人

で
、
昨
年
同
期
よ
り
２２
名
増
え
て
い
る
。

　
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

「
認
知
症
施
策
集
中
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

催
し
た
ほ
か
、
安
全
確
保
と
介
護
負
担

軽
減
の
た
め
「
見
守
り
シ
ー
ル
」
の
導

入
を
新
年
度
予
定
し
て
い
る
。

　
国
の
「
認
知
症
施
策
大
綱
」
に
基
づ

き
予
防
や
見
守
り
を
強
化
し
、
発
症
を

遅
ら
せ
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を

も
っ
て
過
ご
せ
る
市
を
目
指
し
て
い

く
。 問答

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
正
し
い
知
識
を

も
ち
、
で
き
る
範
囲
で
支
え
る

応
援
者
で
あ
り
、
今
年
度
は
３３
回
の
講

座
を
開
催
し
当
初
予
想
を
上
回
る
サ

ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
今
後
は
知
識
向
上
に
向
け
た
「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
も
開
催
す
る
。

問答

難
し
い
言
語
で
は
な
く
小
学
生

で
も
取
り
組
み
や
す
い
ブ
ロ
ッ

ク
や
絵
を
組
み
合
わ
せ
る
タ
イ
プ
を
中

心
と
し
て
い
る
。

　
初
年
度
で
も
あ
り
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
ね
ら
い
」
か
ら
そ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
情
報
交
換
を
す
る
場
を

設
定
し
な
が
ら
授
業
の
充
実
を
図
る
。

答

「
５
人
に
１
人
が
認
知
症
」

　
　
　
　
　
時
代
に
向
け
て

湊　貴信
（高志会）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
想
定

し
て
い
る
授
業
は
。

問 い
よ
い
よ
始
ま
る

　
　
　
　
新
学
習
指
導
要
領

大関嘉一
（市民創風）

将
来
の
広
域
連
携
に
対
す
る
備

え
は
。

高
齢
人
口
が
ピ
ー
ク
に
な
る

２
０
４
０
年
頃
に
、
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
。

　
県
は
国
の
委
託
を
受
け
、
市
町
村
間

の
連
携
に
向
け
「
人
口
減
少
社
会
に
対

応
す
る
行
政
運
営
の
あ
り
方
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
広
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

さ
ら
な
る
情
報
収
集
を
行
い
、
調
査
研

究
に
努
め
る
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

問答

風
力
、
太
陽
光
発
電
施
設
設
置

に
規
制
は
。

に
か
ほ
市
で
国
の
「
ゾ
ー
ニ
ン

グ
導
入
可
能
性
検
討
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
、「
景
観
条
例
」
の
制

定
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
条
例
に
基

各
発
電
施
設
設
置
の

　
明
瞭
な
規
制
策
を
設
け
よ

問答

市
道
前
郷
上
野
線
、
鮎
瀬
曲
沢

間
拡
幅
工
事
が
必
要
で
は
。

市
道
前
郷
上
野
線
は
改
良
済
み

区
間
と
の
位
置
づ
け
だ
が
、
渋

滞
対
策
検
討
委
員
会
で
通
勤
経
路
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
新
た

な
提
案
で
あ
る
市
道
前
郷
上
野
線
に
つ

い
て
も
、
今
後
の
工
業
団
地
を
見
据
え

た
渋
滞
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
必
要
性

も
含
め
検
証
し
て
い
く
。

市
有
地
の
活
用
を
検
討
せ
よ

問答
づ
き
、
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
規
制

が
事
業
者
に
順
守
さ
れ
適
正
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
た
も
の
に
な
る
か
注
視
す

る
。

　
発
電
施
設
の
住
宅
な
ど
か
ら
の
離
隔

距
離
や
、
再
エ
ネ
施
設
が
多
く
設
置
さ

れ
て
い
る
地
域
へ
配
慮
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
見
直
し
を
含
め
、
地
域
と
の
共

生
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

海
の
観
光
振
興
は
。

海
の
持
つ
多
様
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
さ
ら
な
る
観
光
資
源
と
考

え
て
い
る
。

　
本
荘
マ
リ
ー
ナ
や
岩
城
の
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、
ま
た
サ
ー
フ
ィ
ン
や

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
や
釣
り
客
も
増
加
し

て
い
る
。

　
民
間
と
も
連
携
し
海
の
観
光
資
源
を

有
効
活
用
し
て
積
極
的
に
誘
客
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問答 観
光
振
興
で

　
　
　
　
交
流
人
口
の
拡
大

答 　各施設の入浴使用料体系を統一し、これを

上限として新たな料金を設定する。

　利用者側の立場にも配慮しながら、経営安

定が図られるよう十分な協議を行っていく。

問 　各施設の入浴使用料がどのように変わるのか。

　各入浴施設の経営安定を図るため、条例の一
部を改正するものです。

休養施設条例等の一部を
改正する条例案

産

答 　トップリーグの試合はセンターコートで行わ

れているが、より身近で迫力いっぱいに観戦

し、選手と一体となっての声援は、見る方も見

られる方も高い満足感が得られる効果が発揮

され、アリーナの観客増員につなげるためであ

る。

問 　なぜ移動観覧席を追加購入するのか。

　１基８０席を６基購入し、計１６基とします。

ナイスアリーナに移動観覧席を
追加購入

教

アリーナ移動観覧席

拡幅が要望される市道

消防施設の整備計画

問 　来年度はどのような整備計画か。

答 　消防本部、本荘・矢島各消防署の消防車両

４台を更新する。消防団では東由利、鳥海、

本荘の各地域で６台の積載車と２台の小型動

力ポンプの更新を図る。そのほか、消防水利

整備として９カ所の有蓋耐震性貯水槽の整備、

大内、東由利、鳥海各地域の３棟の消防団格

納庫を更新する。

　毎年、計画性を持って整備、更新を図ります。

総

更新が進む消防車輌

我が家の防災マップ作成事業

問 　見直しはどのような内容か。

答 　国や県で見直しをした最大想定のデータを反

映させ、洪水・土砂、津波、火山災害の一体

型ハザードマップを新たに作成するものである。

　現行の防災マップを見直します。 総



令和２年度 3会計予算総額
※3会計とは　①一般会計 ②特別会計 ③企業会計 をいいます。

総延長７９０メートルの道路改良工事

2億円

本荘工業団地周辺道路整備事業

民有林の経営管理アンケート・意向調査実施。

森林環境整備基金を創設

1億2511万円

森林経営管理事業

交通空白地域の解消を図る

1億1413万円

コミュニティバス運行事業福祉医療費支給事業

６月に完工し、夏休み明けから稼働予定

3億4009万円

北部学校給食センター建築工事

改築が予定されている現在の園舎

1億9253万円

風の子保育園改築事業費補助

重度心身障がい（児）者・中学３年生までの

医療費無料化ほか

6億7588万円
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決
算
状
況
に
つ
い
て
の
分
析
と

今
後
の
方
針
は
。

今
議
会
に
提
案
し
て
い
る
第
４

次
行
政
改
革
大
綱
を
基
本
に
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
抜
本
的
な
改
革
」

に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
し
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

高野吉孝
（市民創風）

問答

温
泉
事
業
者
が
不
採
算
性
で
苦

し
ん
で
い
る
が
対
策
は
。

観
光
部
門
の
入
浴
施
設
の
平
成

３０
年
度
決
算
は
、
３
社
全
て
が

赤
字
決
算
で
あ
り
、
安
定
し
た
施
設
経

営
の
た
め
、
使
用
料
の
上
限
を
統
一
し

た
条
例
改
正
議
案
を
本
日
提
出
す
る
。

問答 第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
健
全
化

昨
年
末
に
業
務
が
完
了
し
、
市

議
会
へ
の
報
告
の
後
、
市
民
へ

の
説
明
会
を
開
催
し
、
都
市
計
画
道
路

の
決
定
手
続
き
を
進
め
る
。

　
路
線
整
備
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
多

額
の
事
業
費
を
要
す
る
の
で
、
現
在
調

整
中
の
路
線
や
財
源
な
ど
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

答

石
脇
地
区
道
路
見
直
し
業
務
委

託
の
進
捗
状
況
（
新
道
路
）
は
。

問 都
市
計
画
道
路
見
直
し
計
画

ここが聞きたい
一 般 質 問

市
の
施
策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
結

び
付
き
に
つ
い
て
市
の
事
業
展

開
と
活
用
可
能
な
各
種
補
助
制
度
を
見

極
め
、
提
案
を
判
断
す
る
。

答

本
市
が
将
来
、
消
滅
可
能
性
都

市
に
な
ら
な
い
た
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
宣
言
に
取
り
組
む
べ
き
。

問
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」
に
取
り
組
む
考
え
は

現
段
階
で
の
具
体
的
な
建
設
時

期
は
未
定
。
市
の
人
口
や
財
政

規
模
、
社
会
情
勢
、
職
員
数
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
検
討
す
る
。

答

庁
舎
建
設
予
定
時
期
と
人
口
減

少
に
見
合
っ
た
設
計
の
検
討
は
。

問 市
役
所
新
庁
舎
建
設
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
検
討
状
況 石脇地区道路計画図

　令和元年度は１８団体（延べ１４２人）が行政視察に来市されました。
　視察目的は「ナイスアリーナ」「鳥海山木のおもちゃ美術館」が多数であり、本市のスポーツ・防災拠点の整備や
廃校（文化財）の有効活用が注目されています。

由利本荘市のココが

注目されています！

令和元年度 行政視察受入 一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

3

7

9

8

4

6

4

8

8

6

14

13

5

6

13

3

14

11

岡山県倉敷市

山口県下関市

埼玉県上尾市

鹿児島県鹿屋市

富山県滑川市

埼玉県本庄市

広島県廿日市市

秋田県(教育公安委員会)

福島県いわき市

香川県丸亀市

千葉県野田市

秋田県(建設委員会)

徳島県鳴門市

秋田県秋田市

千葉県八千代市

長野県飯田市

愛媛県

山形県酒田市

平成31年4月23日

令和元年5月8日

令和元年5月20日

令和元年5月28日

令和元年7月2日

令和元年7月4日

令和元年7月23日

令和元年7月24日

令和元年7月25日

令和元年8月8日

令和元年8月21日

令和元年8月26日

令和元年10月28日

令和元年11月1日

令和元年11月7日

令和元年11月14日

令和2年1月17日

令和2年2月12日

人数議会名視察日 視察内容

防災拠点としてのナイスアリーナについて

ナイスアリーナについて

学力向上の取り組みについて

学力向上の取り組みについて

特産品（農産物）のブランド化について

第二次学校環境適正化基本計画について

鳥海山木のおもちゃ美術館における木育と廃校利用について

鳥海山木のおもちゃ美術館における木育と廃校利用について

天鷺ワインを使ってのまちおこしについて

農業振興について（米政策）

ナイスアリーナについて

由利本荘総合防災公園の整備について

鳥海山木のおもちゃ美術館について

コミュニティ・スクールの現状と今後について

学力向上の取り組みについて

ナイスアリーナの運営について

鳥海山木のおもちゃ美術館における多世代交流の場を通じた地域の担い手育成について

既存施設を活用した屋内遊戯施設の設置、運営状況について(鳥海山木のおもちゃ美術館)

令和３年度完了予定

2億6214万円

本荘北中学校大規模改修事業

令和５年度完了予定

14億7496万円

羽後本荘駅周辺整備事業

天然芝を人工芝に

2億2650万円

西目サッカー場人工芝化改修工事

８０席を６基増設

※詳細はピックアップ参照

1億1100万円

ナイスアリーナ移動観覧席増設

３３台の運行と２台の更新

（岩城小学校のスクールバスを利用する様子）

1億5014万円

スクールバス運行・更新事業感染症等予防対策事業

乳幼児の定期予防接種・高齢者インフルエンザ、

肺炎球菌などの予防接種

1億5917万円
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１５日
１９日
２３日

３日
７日

１２日
１３日

２６日

財産区議員・委員大会
在京矢島会新年懇親会（東京都）　
公益社団法人由利本荘青年会議所新年祝賀会

優良技能者表彰式
秋田県市議会議長会第２回定例会
全国高速自動車道市議会協議会定期総会（東京都）
スポーツ賞表彰式

こどもプラザ建設工事修祓式

１月

２月

３月

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

１月 ２月 ３月

49,922円
（11件）

19,546円
（2件）

5,000円
（1件）

0円
（0件）

65,000円
（2件）

10,000円
（1件）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

市議会からのお願い

議会日誌議会日誌

　新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止のため、傍聴の際には手指

消毒、マスクの着用、体温の計測に

ついてご協力ください。

 １７日
２２日

６日
７日

１０日

１２日
１７日
２８日

４日
６日

９日
１８日

２５日
３０日

１月

２月

３月

愛媛県議会行政視察来訪
会派代表者会議
教育民生常任委員会協議会

議会全員協議会
建設常任委員会協議会
議会運営委員会
会派代表者会議
山形県酒田市議会行政視察来訪
本会議（開会）
産業経済常任委員会協議会

本会議（会派代表質問・一般質問）～６日
議会運営委員会
議会報告会「市民と語る会」全体会議
委員会（議案審査）　～１１日
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会全員協議会
ＩＴ化推進幹事会報告会
議会運営委員会
議会運営委員会
臨時会
総務常任委員会協議会
教育民生常任委員会協議会
産業経済常任委員会協議会
議会報編集特別委員会

３
月
定
例
会

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

市議会カレンダー
● ６月定例会の予定 ●

５／１０ １１ １２ １３ １５ １６

１７ ２０ ２１

２４ ２６ ２７ ２８ ３０

２３２２

３１ ６５

７ ９８ １１ １２ １３

１４ １５ １７ １８ １９ ２０

月 火 水 木 金 土

常任
委員会

常任
委員会

１６

日

　５月１５日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

２９

６／  １ ３
常任
委員会

２ ４

１０

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（開会）

２５

本会議
（閉会）

（１／１７～３／３１）

　地域の皆さまより市政や市議会に対するご意
見などを聞く機会として、毎年春季に議会報告
会「市民と語る会」を開催しています。
　今年も開催するに当たり検討を進めてまいりま
したが、新型コロナウィルス感染症の感染拡大
防止のため、当面の間『議会報告会「市民と語
る会」』の開催を見送ることとしましたのでお知
らせいたします。

令和２年　議会報告会
「市民と語る会」延期のお知らせ
令和２年　議会報告会
「市民と語る会」延期のお知らせ

　本会議でどんなことがどのように話し合われているの

か、様々な手段で知ることができます。皆さんの暮らし

に直結していることばかりです。ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は５／２５～６／１０ ◀

★議会を傍聴 ―ライブで！
★ケーブルテレビで生中継
★会議録で読む




